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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
の
権
能
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
の
権
能
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
九
条
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
事
故
の
あ
る
と
き
、
又
は
内
閣
総
理
大

臣
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
予
め
指
定
す
る
国
務
大
臣
が
、
臨
時
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
は
、
原
則
と
し
て
、
憲
法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
国
務
大
臣
の
任
免
や
、
衆
議
院
の

解
散
又
は
内
閣
総
辞
職
に
係
る
閣
議
案
件
の
発
議
の
よ
う
に
、
国
会
に
お
い
て
指
名
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
の
地
位
に
基
づ

く
一
身
専
属
的
な
職
務
権
限
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
内
閣
総
理
大
臣
の
全
て
の
職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
当
該
職
務
に
つ

い
て
は
、
法
律
行
為
以
外
の
事
実
行
為
も
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
け
る
審
議
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
内
閣
不
信
任
決
議
案
の
審
議
に
当
た
り
内
閣
総
理
大
臣
に
代
わ
っ
て
内
閣
総
理
大
臣
臨
時

代
理
が
出
席
す
る
こ
と
は
、
一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
事
実
行
為
た
る
職
務
と
し
て
、
可
能
で
あ

る
と
解
し
て
い
る
。


